











































Physical Demands of “Sports-Oniggoko” in Competitive Situation




プレーヤ （ーPA and PB）を対象に、ＧＰＳと心拍計を装着し、“トップリーグ”のゲーム中における同選手のプレーをトラッ
キングデータと生理的応答から分析を行った。生理的応答（心拍データ）からはインプレー開始とともに急激な心拍の上
昇がみられ、アウトオブプレー中に降下する周期的な上下の変動がみられた。ゲーム中の心拍数は 70%-100% ＨＲ max
の間で推移し、プレー時間の半分以上が 85％ HRmax で活動していたことが明らかとなった。またトラッキングデータ























































グ、ONI リーグ 2016-17 に参戦しているいるプレー

















　ONI リーグ 2016-2017 の第 2 節のゲームを対象とし
た。試合は屋外の人工芝の上で行われた。コートサイ
ズは 28 ｍ× 18 ｍであった。同リーグの試合は 4ピリ































拍計と GPS を用いて計測を行った。GPS はフィール
ドスポーツ、特にプロスポーツにおいての活用が広
まってきており、学術的にもその有用性が明らかに

















を Maximum （>95% HRmax）、High（85 ％ -95%）、 






［11, 12］を参考に 5 つの動作（速度帯）を設定し、それ
ぞれの速度域における移動距離を算出し、評価を行っ
た。各速度帯は以下の通りとした。
　①　停止・歩行 0-6 kmhr-1 
　②　ジョギング 6-12 kmhr-1 
　③　ランニング 12-18 kmhr-1 













速は低加速（1 to 2ms-2）、中加速（2 to 3 ms-2）、高加
速（3 ms-2 以上）、減速は低減速（-1 to -2ms-2）、中減速（-2 

























表 2 に示す。各ピリオドで平均心拍数は 80％ HRmax
を超え試合全体では 85％ HRmax を上回った。また
各ピリオドにおいて 85-94％ HRmax の心拍帯での活
動時間の割合が最も長い傾向が見られた。ゲーム全



































0.38 と 1：1.04 と大きく異なっておりピリオドが進む
につれて多くの低強度運動もしくは停止状態の休息が
発生していたと思われる。両プレーヤー共にゲーム終






















0-74% HRmax 4.6 4.5 4.8 0.7 3.7±2.0 3.5 3.6 2.3 10.0 4.9±3.5
75-84% HRmax 60.0 9.8 29.3 21.9 30.2±21.4 26.3 38.9 51.2 25.0 35.4±12.3
85-94% HRmax 35.4 79.8 57.7 57.4 57.6±18.1 70.1 46.2 46.4 64.9 56.9±12.4
95-100% HRmax 0.0 6.0 8.2 19.9 8.5±8.3 0.0 11.3 0.0 0.0 2.8±5.6
Mean HR 83.3 88.6 87.1 89.7 87.2±2.8 86.6 86.2 84.7 84.6 85.5±1.0
第４ピリオドゲーム全体 ゲーム全体
プレーヤーＡ プレーヤーＢ
第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド 第４ピリオド 第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド
表. 2 各心拍帯における活動時間（総時間比（%））と平均心拍数（%HRmax） 
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レーに対するアウトオブプレーの割合はそれぞれ 1：
0.38 と 1：1.04 と大きく異なっておりピリオドが進む
につれて多くの低強度運動もしくは停止状態の休息が
発生していたと思われる。両プレーヤー共にゲーム終











た。PB は 2646.4m の総移動距離に対し、停止・歩行
が締める割合が 48.5％と最も高く、次いで、ジョギン





























PA は各ピリオド平均して 7 回、PB は 4.5 回であり、
それぞれの平均距離は PA で 6.83-17.22m、プレーヤー
B は 7.05-10.06m であった。試合全体の平均移動距離

























は各ピリオド平均して 7 回、PBは 4.5 回であり、それ
ぞれの平均距離は PA で 6.83-17.22m、プレーヤーB は
7.05-10.06m であった。試合全体の平均移動距離は PA















停止・歩行 232.0 207.1 255.9 291.0 986.0 267.8 264.5 359.7 392.1 1284.0
0 - 6 kmh-1 (37.8) (27.8) (29.5) (29.2) (30.6) (48.8) (41.3) (53.8) (49.7) (48.5)
ジョギング 204.7 349.5 366.7 394.2 1315.1 152.1 197.7 199.6 242.2 791.7
6 - 12 kmh-1 (33.3) (46.9) (42.3) (39.5) (40.8) (27.7) (36.1) (29.8) (30.7) (29.9)
ランニング 128.0 125.8 175.1 207.3 636.2 99.7 127.0 78.6 105.2 410.5
12 - 18 kmh-1 (20.8) (16.9) (20.2) (20.8) (19.7) (18.2) (19.8) (11.8) (13.3) (15.5)
スプリント 49.5 62.8 49.3 90.1 251.7 28.8 51.3 30.8 49.3 160.2
18 - 24 kmh-1 (8.1) (8.4) (5.7) (9.0) (7.8) (5.2) (8.0) (4.6) (6.2) (6.1)
高強度のスプリント 0.0 0.0 20.8 14.3 35.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
> 24 kmh-1 (0.0) (0.0) (2.4) (1.4) (1.1) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)




第１ピリオド 第１ピリオド第２ピリオド 第２ピリオド第３ピリオド 総移動距離（％） 総移動距離

























れぞれ 417 回・298 回、106 回・99 回、49 回・56 回を







表. 4 スプリント時の移動距離と回数 
表. 5 加速（低・中・高）と減速（低・中・高）回数 
低加速 （1 to 2ms-2） 95 82 119 121 417 36 47 63 70 216
中加速 （2 to 3ms-2） 17 37 30 22 106 16 14 15 16 61
高加速 （>3ms-2） 7 6 17 19 49 9 14 14 18 55
低減速 （-1 to -2ms-2） 73 55 89 81 298 44 35 55 58 192
中減速 （-2 to -3ms-2） 16 25 29 29 99 13 12 11 21 57
高減速 （<-3ms-2） 6 18 14 18 56 6 14 13 12 45
第４ピリオド合計 合計
プレーヤーＡ プレーヤーＢ
第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド 第４ピリオド 第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド
回数 6 9 7 6 28 4 6 3 5 18
合計距離 (m) 48.6 61.5 68.7 103.3 282.07 28.2 49.4 30.2 48.4 156
平均距離 (m) 8.11 6.83 9.81 17.22 10.4±4.6 7.05 8.24 10.06 9.67 8.8±1.4
プレーヤーＡ プレーヤーＢ

































それぞれ 417 回・298 回、106 回・99 回、49 回・56
回を記録し、PB ではそれぞれ 216 回・192 回、61 回・



























































れぞれ 417 回・298 回、106 回・99 回、49 回・56 回を







表. 4 スプリント時の移動距離と回数 
表. 5 加速（低・中・高）と減速（低・中・高）回数 
低加速 （1 to 2ms-2） 95 82 119 121 417 36 47 63 70 216
中加速 （2 to 3ms-2） 17 37 30 22 106 16 14 15 16 61
高加速 （>3ms-2） 7 6 17 19 49 9 14 14 18 55
低減速 （-1 to -2ms-2） 73 55 89 81 298 44 35 55 58 192
中減速 （-2 to -3ms-2） 16 25 29 29 99 13 12 11 21 57
高減速 （<-3ms-2） 6 18 14 18 56 6 14 13 12 45
第４ピリオド合計 合計
プレーヤーＡ プレーヤーＢ
第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド 第４ピリオド 第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド
回数 6 9 7 6 28 4 6 3 5 18
合計距離 (m) 48.6 61.5 68.7 103.3 282.07 28.2 49.4 30.2 48.4 156
平均距離 (m) 8.11 6.83 9.81 17.22 10.4±4.6 7.05 8.24 10.06 9.67 8.8±1.4
プレーヤーＡ プレーヤーＢ
第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド 第４ピリオド 試合全体 第１ピリオド 第２ピリオド 第３ピリオド 第４ピリオド 試合全体
表５．加速（低・中・高）と減速（低・中・高）回数



















































④　 スプリントは 1 ピリオド辺り 3-9 回行われてお
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